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H22　SUM （社）日本建設機械化協会
中国支部

　（社）日本建設機械化協会中国支部の第
59回通常総会が、 ６ 月10日八丁堀シャ
ンテにおいて本部より松隈専務理事を迎
え、支部団体会員83社の参加のもと開催
されました。
　冒頭、河原支部長が「一昨年秋の経済
危機からの回復がなかなか進まない状況
や、新年度の厳しい公共事業関係予算の
業界等への影響が懸念されるなかで、今
後の支部活動の展開として、「ICT」を
活用した「情報化施工」への積極的な取
組みや、災害復旧への支援等を盛り込ん
だ中期事業計画に基づき計画的に進めて
いくので会員の協力をお願いしたい。」と挨拶した後、本部からは「社会的ニーズや政府の重点施策等を踏
まえて、品質確保、環境保全、安全・災害対策、ＩＣＴの利活用の ４ 項目を重点項目として事業を推進して
いく」との挨拶がありました。
　続いて、平成21年度の事業報告・決算報告、平成22年度事業計画（案）・同収支予算（案）の審議が行われ、
いずれも原案通り承認、可決されました。
　総会に引き続き行われた、平成22年度の「建設の機械化施工優良技術者表彰」では、会員各社から推薦さ
れた 2 部門 ６ 名の「優良技術者」が紹介され、河原支部長より表彰状を授与されると共に会場からも盛大な
拍手で祝福されました。
　記念講演会では、鹿島道路（株）の福川光男氏による「施工の高度化に求められる機械化機能（何故、土
木建設業の生産性は劣るのか）」と題した講演があり、盛会のうちに終了いたしました。
　なお、平成22年度「建設の機械化施工優良技術者表彰」の受賞者は以下の通りです。

運転・整備部門
3 名

羽柴　純也 日本道路㈱　中国支店
管理部門

3 名

金澤　正一 沼田建設㈱

藤井　和男 新光産業㈱ 五野井淳一 大成ロテック㈱中国支社

山田　和宏 西日本コベルコ建機㈱ 藤原　英夫 鹿島道路㈱中四国支店

（受賞者の喜びの声）
　この度は「建設の機械化施工優良技術者表彰」を頂き有り難うございます。
　これからも建設機械を用いての作業の安全をより向上させる様に、同僚または後輩に微力ながら助言、指
導して行きたいと考えています。

第5 9回通常総会を開催



第26回　新技術・新工法発表会の開催報告
○日　時 ： 平成22年 ４ 月1４日（水）　13：30～1６：50
○場　所 ： RCC文化センタ－（広島市中区橋本町 5 －11）　C－ 3
○参加者 ： 108名
○発表課題
　 １ ）技術発表
　　　①新技術活用システムの改正について　：国土交通省中国地方整備局企画部
　　　②IH式舗装撤去工法（電磁誘導加熱による鋼床版アスファルト舗装撤去工法）　：大林道路㈱
　　　③解体コンクリートを基礎地盤に　Grand－M（ガランダム）工法　：㈱ハザマ
　　　④補強土技術を用いた斜面災害対策工法　：前田工繊㈱
　 ２ ）映像発表
　　　①URUP工法　アンダーパスの急速施工法　：㈱大林組
　　　②岩盤切削機サーフィスマイナー　：奥村組土木興行㈱
　　　③線路上空建物の工期短縮施工法（立川駅ソード工法）の施工事例　：鉄建建設㈱
　　　④長尺鋼管先受け工　AGF－WJ工法　：㈱熊谷組

○ 参加者の声（アンケート）：80名の方にご協力いただきありがとうございました。いただきましたご意見
等につきましては、今後できるものから実施していきたいと考えています。

　 １ ）今後の発表会のあり方について
　　　・技術発表、映像発表とも興味深かった。　・もっと広い会場で開催してほしい。
　　　・講習会回数を増やしてほしい。　・半日では短すぎるので一日にしてほしい。
　　　・発表する課題の資料がもう少し詳しいものがあればよい。　・映像発表でも資料があったらよい。
　　　・各業種別の新工法の例題について今後発表してほしい。　
　 ２ ）今後の発表会の内容について　　 ３ ）発表会の構成について　　 ４ ）今後の業務への活用について



【情報コーナー】平成22年度を初年度とした向こう ３ヶ年の「中期事業計画」について紹介します。

〔中国支部〕
Ⅰ基本方針（本部において策定）　　
　１）活動方針の踏襲
　　　�「これからの日本建設機械化協会の活動方針（H16.5）」に示された基本方針、活動戦略に基づき、建設生産システム全体に係る異業種間の連携、産学官

の協働を積極的に図りつつ業務を推進する。
　２）国の政策課題への対応
　　　�建設事業の施行システムの活用・高度化に関わる分野において先導的役割を果たすため、「情報化施工推進戦略」など国の政策課題に積極的に取り組む。
　３）品確法及び公益法人改革への対応
　　　�公共工事の品質確保の促進に関する法律（品確法）に対応した新しい建設生産システムの構築に資する技術開発、調査研究を推進する他、技術審査等の発

注者支援体制の充実を図る。また、公益法人制度改革関連法が平成20年12月1日に施行されたことに伴い、本協会が新しい公益法人制度に移行するため
に必要な対応を行う。

中期事業計画【Ｈ22～24年度】

部会名 調査研究活動の重点項目 業　務　目　標 事　業　計　画 目標成果

企画部会

主として総会等の開催，当支部各部会活
動の指導調整を行うとともに国土交通
省・経済産業省との調整に当たる。
①建設生産性の向上、建設コスト縮減、

品質確保の推進
②環境保全、地球温暖化防止、建設リサ

イクルの推進
③新機種の開発、ICT化、情報化の推進、

自動化の推進
④技術の普及、人材育成、国際協力

①記念講演会
時代のニーズに合致したテーマ、講師
を選任実施し、会員の資質の向上を期
す。

支部総会に併せて開催する。 広報誌、ホームページにて報告

①優良技術者表彰
「建設の機械化施工優良技術者表彰制
度」に基づき、優秀技術者を表彰する。
当該表彰が社会的に認知されるような
表彰制度の確立を目指す。

「建設の機械化施工優良技術者表彰」を
支部総会開催時に実施する。
被表彰者のインセンティブのあり方につ
いて検討する。

広報誌、ホームページにて報告

①中国地方整備局との意見交換会
多様な業種から成る会員のニーズを把
握し、課題について中国地方整備局と
の意見交換会を実施し、その解決を図
る。

アンケート調査等による会員ニーズの把
握と、それらに基づく課題の抽出、意見
交換会による課題の解決に向けた取り組
みを行う。

広報誌、ホームページにて報告

②防災協定の実効性を担保するととも
に、建設機械による災害支援体制の構
築等により、会員の災害対策意識の高
揚を図る。

①情報伝達訓練等の実施により会員相互
の危機意識・連帯意識を構築する。

②建設機械による災害復旧支援体制の整
備

①通年とすることで、災害対策意識のよ
り一層の浸透を図る。

②他団体・組織と情報共有体制を徹底す
ることで幅広く周知を図る

③情報化施工技術の向上と推進を図る ①産・官・学を一体とした情報化施工技
術の向上・普及を目指し、研究会、講
習会等を通じた取組を行う。

②地方公共団体等への普及活動を実施し
技術の底辺拡大を図る。

①講習会、セミナー等を通じ、情報化施
工技術の取組についての周知・徹底を
図る。

④情報化施工技術者の育成 ①官民合同の研修会、講習会等の実施に
より、発注者、施工者の意見交換等を
含めた技術の研鑽を図る。

①公共の場で公開して行うことにより、
一般の理解も得られる。

広報部会

支部部会の事業活動を広報面でサポート
すると共に、建設事業ならびに建設工事
の機械化施工に関する情報を発信する。

①部会内に編集委員会を設け、ホーム
ページ及び広報誌（Cmnavi）等の発
行と充実を図る

②情報収集・提供手段の構築と拡大

①ホームページ（毎月更新）
②広報誌（年３回発行）等の他アンケー

ト等による、意見・感想・要望等の収
集

広報活動の内容充実に反映。

開発普及
部会

建設事業の改善、建設機械及び機械設備
の性能・機能向上に関する調査研究を行
うと共に各種講習会を通して技術の向上
を図る。
①建設生産性の向上、建設コスト縮減、

品質確保の推進
②環境保全、地球温暖化防止、建設リサ

イクルの推進
③安全の推進（事故災害防止）災害応急

復旧技術の開発等
④新機種の開発、ICT化、情報化の推進、

自動化の推進
⑤技術の普及、人材育成、国際協力

①新技術・新工法に関する発表会、研修
会等の事業活動を継続実施し、新技術
の普及、人材育成を図る。

①新技術・新工法に関する発表会の開催
（年間2回）

②新技術活用現場研修会の開催（年間1回）
③「建設機械新機種・新工法発表会細則」

による発表会の開催（会員要請により
開催）

成果をホームページ、広報誌に掲載

②土木機械設備の適正な維持管理技術の
普及・見直しを図る。

土木機械設備維持管理研究会（仮称）を
新たに設置し、当該設備の維持管理上の
諸問題・課題を整理するとともに、その
対応策について検討する。

整備局等との懇談会に反映させ、問題や
課題の解決を図る

③協賛事業に積極的に参加する。 ①中国地方建設技術開発交流会への参画。
②建設技術フォーラム（旧建設技術フェ

ア）への参画。

業界紙、ホームページ、広報誌等で周知
成果をホームページ、広報誌に掲載

④官公庁、関係諸団体等からの連絡情報
の会員への提供を行う。

①ホームページ、広報誌、講習会、勉強
会（研究会）等の場を利用して会員等
へ情報提供を行う。

②「ディーゼル・オフロード特殊自動車
の排出ガス規制」の強化について会員
他への周知を行う。

アンケート等により周知度合いの確認、
課題等の解消を図る。

施工技術
部会

建設事業の改善、建設機械及び機械設備
の性能・機能向上に関する調査研究を行
うと共に各種講習会を通して技術の向上
を図る。
①建設生産性の向上、建設コスト縮減、

品質確保の推進
②環境保全、地球温暖化防止、建設リサ

イクルの推進
③安全の推進（事故災害防止）災害応急

復旧技術の開発等
④新機種の開発、ICT化、情報化の推進、

自動化の推進
⑤技術の普及、人材育成、国際協力

①情報化施工に係る総合評価落札方式に
おける機械、機械施工、システム等の
技術提案の的確化と適正な評価を図る

①情報化施工技術の開発、活用実績等に
関する情報の収集、蓄積方法の調査研
究を行う

②提案採用した新技術の評価について、
施工過程、完成、供用後における調査・
観察等の実施により、評価手法の調査
研究を行う

受注者、発注者を対象とした機械、機械
施工、システム等関係情報及び採用新技
術の評価情報等の共有化を実現するＤＢ
の構築（運用も含む）

②環境保全、地球温暖化、建設リサイク
ル等の技術情報等の発信を強化する。

会員からの環境保全、建設リサイクル等
に関する情報（技術開発等）等を募集し、
発表会等で公開の場を提供する。

講習会、発表会等で周知

③災害対策機械に関する情報共有を図る
（災害対策用機械の構造、機能、操作
等の技術の向上を図る）

①情報の収集共有について具体的方法の
調査研究を行う。

②災害対策用機械等の操作技術の向上の
ための訓練・講習会を開催する。

①協定参加者（社）の災害対策機械に関
する技術、認識の向上。

②業界紙、ホームページ、広報誌等によ
る周知。

④建設機械に関わる工事の安全対策（機
械の安全性能向上、労働者の安全確保）
の研究研究

ヒヤリ・ハット等のデータ収集、改善策
の研究

改善意見の提案

④新技術を取り入れた建設機械、土木機
械設備等に関する知識、技術の向上・
普及を図る。

知識や技術習得のための見学会、研修会
等を開催する。

現場研修（OJT）による周知

⑤技術力の向上・維持や、技術交流の充
実を図る。

土木機械設備の性能、機能に関する知識
や技術の向上を図る。

現場研修（OJT）による周知

Ⅱ 調査研究活動の重点項目

［備考］目標成果欄には可能な限り ３ヶ年の活動成果（周知、広報、活用等）を記述するものとする。�� � �



新入会員紹介のページ新入会員紹介のページ

中期事業計画【Ｈ22～24年度】
部　名 項　　　　　目 業　務　目　標 事　業　計　画 目標成果等

中国支部

基本方針の策定 地球環境問題、成熟社会における熟練技術者の減
少等の社会問題が顕在化する中、建設生産性の向
上、建設コスト縮減、品質確保の推進等が強く求
められている。これらのニーズへの的確な対応を
図るため、情報化施工技術や環境対応型施工機械
の開発・普及および災害対応などへの積極的な取
組みを図る。

講習会、研修会等会員参加型の活動を展開し、イ
ンセンティブを与える。

広報誌、ホームページ、業界紙等への掲
載等で可能な限りの公開に努める他、会
員の感想、意見、要望等風通しの良い環
境を構築していく。

組織の活性化 更に組織の活性化を図るため、会員ニーズの把握、
部会活動の活性化、積極的な広報活動を展開する。

部会活動、アンケート等を通じて会員の要望、意
見を集約し、検討、実施することにより会員への
サービス向上ならびに会員拡大を図る（随時）。

会員の拡大 法人会員数の増加に向けた施策の構築・実施を図
ると共に、本部と共に個人会員の拡大を図る。

法人会員の入会促進に向けた施策の構築や、真に
会員の望む事業活動とするための方策について検
討すると共に、個人会員の拡大に向けたキャンペー
ンを本部と共に実施。

支部財政基盤の確立 長期的な支部活動の維持のため、安定的な財政基
盤の確立を図る。

受託業務・講習会等の事業収入の増加を図ると共
に、事務的経費の一層の縮減を図る。

メリハリのある収支を心がけ、極力ペー
パーレス化を図る。

会員サービスの向上 会員のニーズにあった特典の拡大・充実を図る。 会員ニーズに対して、国土交通省等との意見交換
等を通じた改善措置を図ると共に、防災協定等参
加会員へのインセンティブの付与、講習会参加費
等について非会員とのすみ分け等の実施。

意見交換等は定例化し、常に最新の話題
等の収集・提供に心がける。

技術論文のデータベース化と、会員への公開の充
実を図る。

過去の建設施工等の技術論文をデータベース化し、
会員に公開・閲覧が出来るスペースの確保と広報
に努める。

著作権等に留意しつつ、極力活用・促進
に心がけ、会員へのインセンティブ付与
を図る。

協賛事業への積極的参加。 ①協賛事業については当協会の設置目的からも、
今後とも積極的に参加・協力することで、会員
相互のより良い技術交換の場の醸成に努める。

会員の要望を的確に把握し、会員参加型
の事業展開を心がける他、広報活動（ホー
ムページ、広報誌、業界紙、メディア等）
の有効利用を図る。講習会の実施 講演会、講習会、発表会、研修会等事業活動の充実。①過去の活動実績を分析すると共に、アンケート

調査等により会員のニーズを的確に把握し、真
に必要な事業活動を展開する。

②講習会、発表会、研修会等は、会員が参加しや
すい時期・場所で開催するとともに、会員ニー
ズの高い内容を選択する。

③土木施工管理技士、技術士制度における継続学
習制度（ＣＰＤＳ、ＣＰＤ）に対応した講習会、
発表会、研修会の開催を実施する。

Ⅲ 協会の体制強化、サービスの向上等

［備考］目標成果等欄には可能な限り ３ヶ年の活動成果等（スケジュール、広報、活用等）を記述するものとする。

〔中国支部〕
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編集後記
　恋（鯉）するカープ、新生野村監督さん！　何とかして下さーい！！
　守って、走って、打って、四球や足を絡ませカープ野球の復活かと思うことも有りますが、タイムリーの欠乏・タ
イムリーエラー・ 1 イニングの大量失点の山、しかも、開始直後からの大量失点のビハインド、これでは「̒ 全員で
勝とうぜʼという気にならないのでは？」と思います。
　今、話題の竜馬伝に出てくる黒船の襲来！　大砲の破壊力をマツダ・スタジアムで見たいでーす。
　広報部会では旬な話題をタイムリーに、しかも会員ニーズに沿った記事を掲載したいと編集委員会で協議しており
ます。
　HPの内容を充実させ、関連情報を広報面でサポートして行きますので情報提供を宜しくお願いします。

情報伝達訓練を実施しました
 （企画部会・施工技術部会）
…中国地方整備局所管施設にかかる応急対策業務に関する協定による…
　 5 月19日（水）支部事務局を対策本部とし、災害時の応急対策業務支
援を想定した「情報伝達訓練」を実施しました。訓練の目的は「協定」
に基づく実施体制、連絡系統等について再認識することで、今後も必要
に応じて実施する予定です。今回、いくつかの改善点が見出されました。
より良い体制作りに向け、今後ともご協力よろしくお願いします。
　以下、今回の実施概要を報告します。

行　事　予　定　ー　覧
日　時 区　分 行　　　事　　　名 内　　　　　　　　　　　容 備　考

平成22年
６ 月20日（日） 試験

建設機械施工技術検定
（学科）試験
試験種別：1 級　 2 級
広島会場：広島工業大学

試験種別： 1 級、 2 級（ 1 種 2 種 3 種 ４ 種 5 種 ６ 種）
場　　所：広島工業大学
　　　　　広島市佐伯区三宅 2 丁目 1 番 1 号

申請者

平成22年
６ 月22日（火） 講習会

「舗装講習会」
場所：三次グランドホテル
共催：西日本高速道路（株）
　　　中国支社
　　　さくらアスコン共同企業体
定　員：200名

「環境保全」「コスト縮減」等の観点から、施工の安全性の確保や合理化・省
力化を目指した工法等の選択や技術開発が望まれる舗装工事現場において、
いかに品質の確保・向上を目指した「新技術・新工法」の採用等を図って行
くか等について現状と将来展望を話題とした講習会　　　　　

会員及び
一般募集

平成22年
６ 月29日（火） 講習会

「建設機械等損料・橋梁架
設・大口径岩盤削孔の施工
技術と積算講習会」
場　所：広島YMCA
定　員：80名　

機械化協会の発刊図書である「建設機械等損料表、橋梁架設工事の積算・手
引き、大口径岩盤削孔工法の積算」の内容に関し、平成22年度の改訂点や積
算方法ならびに施工技術等について解りやすく説明し十分な理解を得るとと
もに、今後の円滑な業務の遂行に役立てるための講習会　　　　

会員及び
一般募集

平成２２年６月発行 編集・発行　（社）日本建設機械化協会中国支部機関誌編集委員会
〒7３0-00１３ 広島市中区八丁堀１２-２２　築地ビル４0２ TEL 08２-２２１-68４１　　FAX 08２-２２１-68３１
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お知らせコーナー

実施日時：平成22年 ５ 月19日（水）　 9 :３0～16:00

（被災想定その １：松江国道管内）
　�国道 ９号、大田市朝山町朝倉にて豪雨により
大規模地すべりが発生。
（応援要請内容）
　調達の可否と現地到着可能時刻等の報告
○�落橋撤去用のクローラクレーン及びバックホ
ウの調達
○�排水ポンプ車の点検修理班（ 2名× 1班）の
派遣

（被災想定その ２：倉吉河川国道管内）
　天神川、国府川、小鴨川地域に豪雨。
　内水排除施設故障で床下浸水中。
（応援要請内容）
　派遣の可否と現地到着可能時刻等の報告
○�ゲート設備点検・修理班（ 2人／班× ４班）、
ポンプ設備点検・修理班（ 2人／班× 1班）
の派遣


